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居場所として訪れる

スタッフロールをとる

利用者としてくつろぐ

地域活動をはじめる

共同行為における自己実現の段階モデル
Collaborative Self-Actualization Analysis（CSA）

共同性の段階的発展

自己実現の
段階的発展



Self-actualization

Esteem

Love / Belonging

Safety

Physiological

根源的共同性 場の共同性 自覚的共同性 目的的共同性

共同の行為

共同から得られる価値

利用者としてくつろぐ
・雑談する、お茶を飲む、
休憩する、寝る・・・etc.

生存／安全
・存在がおびやかされない
・ありのままでよい

居場所として
訪れる

・定期的に訪れる
・知り合いが増える
・信頼が築かれる
・知人に紹介する

スタッフロール
をとる

・コップを片付ける
・お当番のサポート
　をする
・他の来場者の世話
・イベント準備に参
　加する
・地域に意識が向く
・スタッフになる

地域活動を
はじめる

・共通の関心からグ
　ループが形成される
・イベントなどの主体
　的な開催
・長期的展望、価値観
　の共有
・近隣施設や団体との
　積極的な関係構築愛／所属感

・芝の家への愛着、くつろぎ
・対人関係の変化、心地よさや安心感

承認 ・芝の家で自身の価値や役割を実感
・互恵的行動による喜び
・自己肯定感、自身の変化への気づき

自己実現
・自分らしさを発揮した活動
・自発的、創造的な活動
・活動が地域へひろがる喜び

共同行為における自己実現の段階モデル
Collaborative Self-Actualization Analysis（CSA）

（坂倉、保井、白坂、前野　2013）



欲求の構造的な分類：２ｘ２の欲求マトリクス	

Red	  
=利己	

Green	  
=利他	

Colored	  
=自力	

Colored	  
Outline	  
=他力	
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